
表情豊かなEmotional Avatarの開発
~ Development of Emotional Avatar ~

顔運動の基本単位であ
るAction Unitに基づき

アバターの表情を制御
します．Plutchikの8つの

基本感情を組み合わせ
ることで，複雑な表情を
表現します．

接客やカウンセリング
などAI導入が進んで
いない領域でのAI活用
が進むと考えています

The aim of this study is to develop an emotional avatar 

with human-like emotional facial expressions. The face 

of the proposed avatar is controlled by action units that 

represent the muscular activity that produces facial 

appearance changes.

目的：
人らしい自然な表情を
豊かに表現できる
アバターの開発

引用：https://github.com/tvaranka/fineface

人間の対話 AIの対話

AIの対話には
表情が欠落している

ありがとう

ありがとう

表情には感情を
より伝わりやすくする作用
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